



































            表２－１ 発注方式の分類 














































































































  発注量＝ LT 中の需要量予測値－当期最小在庫量＋安全在庫量      （２－１） 
  次期最小在庫量＝当期最小在庫量＋発注量－ LT 中の需要量       （２－２） 
  ただし、 LT ：管理上のリードタイム（＝T ＋ L） 


















   最小在庫量分散＝ LT 中の総需要量予測誤差分散             （２－４） 
 
 これにより、定期発注方式においては、安全在庫量の決定に影響を及ぼす最小在庫量分
散が LT 中の需要量予測誤差分散で表されることがわかる。 
 一方、定量発注方式では、基本モデルが次のように与えられる。 
 
  発注量：経済発注量（計画期間中は一定とする） 
  発注点： L中の需要量平均＋安全在庫量（計画期間中は一定とする） 
































表２－２ 定期発注方式の安全在庫量 の必要性要因 IS









































表２－３ 定量発注方式の安全在庫量 の必要性要因 SS































































































 表２－４ お茶(500ml)の需要量予測値、実績値および予測誤差 
月日 需要量予測値 需要量実績値 需要量予測誤差
12月12日 6 6 0
12月13日 8 6 -2
12月14日 16 11 -5
12月15日 5 10 5
12月16日 8 15 7
12月17日 4 15 11
12月18日 10 8 -2
12月19日 5 13 8
12月20日 12 8 -4
12月21日 8 11 3
12月22日 9 12 3
12月23日 14 13 -1
12月24日 4 14 10
12月25日 14 8 -6
12月26日 9 7 -2
12月27日 11 13 2
12月28日 10 7 -3
12月29日 17 14 -3
12月30日 13 4 -9
12月31日 6 7 1
1月1日 12 6 -6
1月2日 9 11 2
1月3日 9 4 -5
1月4日 5 12 7
1月5日 17 7 -10
1月6日 10 8 -2
1月7日 7 9 2
1月8日 17 15 -2
1月9日 7 6 -1
1月10日 10 15 5
1月11日 5 14 9
1月12日 15 8 -7
1月13日 7 18 11
1月14日 13 14 1
1月15日 13 10 -3
1月16日 5 7 2
1月17日 6 8 2
1月18日 9 13 4
1月19日 9 10 1
1月20日 7 6 -1
1月21日 17 5 -12
合計 398 408 10
平均 9.707 9.951 0.244





























12 ～ 14 7 9
15 ～ 17 6 4
























































































































     表２－８ 乳製品 C の需要量予測値、実績値および予測誤差 
月日 需要量予測値 需要量実績値 需要量予測誤差
9月9日 12 14 2
9月10日 16 14 -2
9月11日 16 13 -3
9月12日 16 15 -1
9月13日 10 12 2
9月14日 11 7 -4
9月15日 14 13 -1
9月16日 12 13 1
9月17日 16 16 0
9月18日 18 20 2
9月19日 15 14 -1
9月20日 7 10 3
9月21日 18 17 -1
9月22日 9 10 1
9月23日 13 13 0
9月24日 12 14 2
9月25日 10 9 -1
9月26日 16 13 -3
9月27日 14 13 -1
9月28日 13 11 -2
9月29日 16 15 -1
9月30日 10 12 2
10月1日 8 10 2
10月2日 11 10 -1
10月3日 16 13 -3
10月4日 9 10 1
10月5日 8 11 3
10月6日 11 11 0
10月7日 9 10 -1
10月8日 13 15 -2
10月9日 7 6 1
10月10日 10 8 2
10月11日 15 12 3
10月12日 10 11 -1
10月13日 12 11 1
10月14日 12 10 2
10月15日 13 16 -3
10月16日 10 11 -1
10月17日 8 6 2
10月18日 10 10 0
10月19日 14 15 -1
10月20日 10 8 2
10月21日 7 5 2
10月22日 11 7 4
合計 528 514 6
平均 12.000 11.682 0.136
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6 ～ 10 17 16
11 ～ 15 18 23
16 ～ 20 9 4






























































需要量実績値との間の相関係数 ρ は 0.80312 という高い水準を示している。 
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80312.0=ρ  
図２－８ 需要量予測値と需要量実績値に関する散布図 
 
事例２の商品についてまとめると、需要量予測値、実績値の分布にはそれぞれ正規性が
認められ、相互の相関係数は高い値となっている。また、予測誤差分布にも正規性が認め
られる。自己相関係数については、事例１の商品と同様に１週間遅れ、すなわち曜日を周
期とする自己相関がやや高めに現れるが、それ以外に特に規則性は認められない。 
 
 
２．６ 本章の要約 
 
 本章では、在庫管理でコントロールの対象とする発注時点と発注量の視点から、発注方
式を定期･定量型、定期型、定量型、不定期･不定量型の４つに分けて整理した。その上で、
発注方式の比較のための評価尺度について考察し、比較の方法を整理した。その際、方式
比較においては各発注方式の安全在庫量の水準が重要な尺度になることから、代表的な発
注方式である定期発注方式と定量型発注方式における安全在庫量が必要とされる要因につ
いて考察を加えた。また、本論文で分析を進める条件が現実性のあるものであることを確
認するために、２つの事例における需要量予測値、需要量実績値についての統計的性質を
分析し、導入した前提条件の妥当性を検証した。 
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